









編 集 後 記
本誌のために2007年1年間の活動記録をまとめていて、かなり活発に研究会活動がもた
れたと感 じました。正式会員300人ちょっとの規模の会にしては、実 り多い1年間でした。













が日本に在住 しています。往復を繰 り返す家族もあって、 しっか りと母語が根付 く前に移
動 をくり返すような状況で育ちつつある子 どもたちもけっ して少なくあ りません。 「ぼ く
はブラジル人だろうか、日本人だろうか。ブラジル人でいいんだ。でもブラジルでは、ちょっ
と違 うと感 じる。 日本のことのほ うがよくわかるけれど、 日本人にな り切ることも出来な
いし、な りたくもない。 けれど親のブラジルなま りの日本語は恥ずか しい。毎 日の生活で
日本語に困ることはないけれど、勉強のことばはわからないのがいっぱいある。就職のこ
とを考えると日本に帰化 したほうがいいかもしれない…」
2っ、3つの言語 と社会の中でゆれ動 く子 どもたちの力になるにあたって、 しっか りと
した研究とそれに基づく教育的介入は必至です。学習環境や言語環境、言語習得のデータ
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